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京 都 丹 波        

 オ レ ン ジ ロ ― ド  第１７号 

つ な げ 隊  隊 員 だ よ り  

 

令和６年８月発行 

今年度も南丹保健所の講堂で開催し、つなげ隊員と市町の担当者等あわせて８名が参加しました。 

研修会（講話）は「認知症のくすりの話」をテーマに、 

講師には、京都中部総合医療センター 認知症看護認定看護 特定看護師  眞継 美貴 氏をお招きしお話いただきました！ 

従来のお薬から新薬について、医療現場スタッフとしての意見も交え、サンプルも見せていただき、詳しく、分かり

やすく説明をしていただきました。 

保健所からは、令和５年度の活動実績報告、令和６年度の活動計画について説明をし、それらの詳細について、最後

の意見交換時に各隊員、市町ご担当者からお話をいただきました。各活動や自身が今後取り組んでいこうと考えてい

る活動など、積極的で熱意ある意見を聞くことができました。 

講話「認知症のくすりの話」の一部をご紹介します 
 

●認知症疾患医療センターに、２０２３年新規で受診された方は１３６名、受診時の年齢は、７０歳から８４歳

までが圧倒的に多く 82.3％で、一番多いのはアルツハイマー型認知症である 
 

●薬物療法を行ったときの認知機能の変化について 

 

・加齢による物忘れ…年齢と共にかなり緩やかに低下（青線） 

・アルツハイマー型認知症で抗認知症薬を使用しない場合 

認知機能は急激に低下（緑線）                                          

・抗認知症薬で治療をした場合、認知機能の低下は少しゆっく

り                          り（赤線） 

                                                
                                          
●どのような薬があるのか                 新しい薬 

 従来からある薬                       〇アリドネⓇパッチ＜貼り薬＞ 
 〇ドネペジル塩酸塩（商品名：アリセプトⓇ）       〇レカネマブ（商品名：レケンビⓇ）  
 〇ガランタミン（商品名：レミニールⓇ）           
 〇リバスチグミン（商品名：リバスタッチⓇ） 
 〇メマンチン（商品名：メマリーⓇ） 
 

●薬物療法以外 

  睡眠、バランスの取れた食事、適度な運動などを 

  積極的に取り入れることが大切 

 

認
知
症
の
症
状 

・対象者は、アルツハイマー病の診断の方 

（MCI orごく軽い初期の認知症の方のみ対象） 

・点滴治療（1日 1時間かけて点滴（２週間ごと））、 

費用は保険適用もあり（詳細は医療機関へご確認ください） 

※体力・時間面・家族の支援・金銭面などの条件をク

リアできる方が対象のためハードルは高い 

年齢 

 研修会資料をご希望の方は保健所担当者まで 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その他 
 
7/23 地域職域事業における健康啓発コーナーで、若年性認知症の啓発活動  （ガレリアかめおか） 
 

▶つなげ隊員の皆さんに、協力依頼させていただくことになりましたら、よろしくお願いいたします 
 

 

 

≪令和６年度 活動計画≫ 

 

認知症の人と家族が、住み慣れた京都で安心して暮らしつづ

けるための認知症に関する総合ポータルサイトです。 

きょうと認知症あんしんナビ 

つなげ隊の活動ブログは

こちら 

 

隊員の皆様から
報告いただいた
活動を投稿して
います 
 

出欠確認時のアンケートへの回答、会議で参加者の皆さんからお聞きした活動予定 
 

亀岡市 

9/19認知症サポーター養成講座 

9/28 認知症市民公開講座 

9 月ライトアップ 
10 月 市民福祉のつどい 
            など 

南丹市 

６～10 月ｵﾚﾝｼﾞｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
(ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・ｳｫｰｸﾗﾘｰなど内容拡張) 
年間 本人ミーティングの開催 
９月 認知症映画上映(ｵﾚﾝｼﾞﾗﾝﾌﾟ) 
       ライトアップ 
10/19 SKY ｼﾆｱ大学の収穫祭 など 

 

京丹波町 

8/24 わちまつり 

秋頃 認知症映画上映と啓発活動 

年間 CATV と連携した取組 

（ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ動画撮影・放送） 

京丹波町隊企画会議  など  

≪会議アンケート結果≫ 

研修「認知症のくすりの話」について 

〇とても参考になった 

〇大枠のことしか知識がなかったが、今後はこの情報

を必要な人にお伝えすることができる 

〇わかりやすくて良かった 

〇ネット検索だけで得た知識ではなく、医療現場スタ

ッフとしての意見も交えての話でわかりやすかった 

〇最新のくすりの話が聞けて良かった 

〇くすりの実物も見せていただき、良かった 

 

今後の企画会議での研修で聞いてみたい話は？ 

〇自治体の事業について、つなげ隊員さんの意見など 

〇京丹波町の CATV との取組の番組を見てみたい 

〇高齢者運転免許更新認知症テスト等について 

〇若年性認知症に初期集中支援について 

〇認知症カフェなどについて 

〇具体的な取組紹介（発表） 

その他意見・感想  各市町や他の隊員活動を知る良い機会になった 

          つなげ隊の皆さんの想いや熱量を感じることができた 

 

▶今後の企画会議での研修会も、皆さんにとって有意義なものになるよう計画していきたいと思います           
 

南丹保健所 保健課 地域包括支援係  

担当：豊島・中西 

TEL：0771-62-3260 FAX：0771-63-0609 

＜計画期間＞   
2024～２０２９年度（６年間） 

※ただし数値目標（京都オレンジ指標）や医療・介護保険の制度・報酬に関する記述等に 

ついては３年後の２０２７年度を目途に見直す 

団塊ジュニア世代が６５歳を迎える２０４０年には、高
齢者の４人に１人が認知症になると見込まれているな
ど、認知症は誰でもかかる可能性のあるもはや当たり
前の病気です。 
「認知症になっても個人の尊厳が尊重され、安心して
暮らし続けられる社会を実現したい」 という当事者や
関係団体の願いを込めて２０１３年に「京都式オレンジ
プラン」、２０１８年に「新・京都式オレンジプラン」が策
定され、今回は２回目の改訂となります。 

第３次 京都式オレンジプランについて 
---京都認知症総合対策推進計画--- 

 京丹波町での取組の１つとして CATV

で放送中の介護に携わる人を紹介して

いるワンシーンです。高齢化が進む地

域で担い手不足解消と認知症の支援に

繋げていくため今年度も継続します。 

TOPIC 

 


